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１．研究計画の概要
脱水時の体温調節の抑制の神経メカニズム
を明らかにすること。これは動物を用いた生
理学的実験と組織科学的実験で行う。報酬行
動システムを用いて明らかにされた動物の
高浸透圧負荷時の行動性体温調節の亢進が
ヒトにおいても認められるかを検証する。高
浸透圧負荷時に認められた行動性体温調節
の亢進の神経機構を明らかにすることであ
る。これには新たな報酬行動システムの開発
と生理学的、組織科学的実験を含む。これら
の実験をもとに最終的には、脱水時の体温調
節の変化が、従来言われているような、体温
調節中枢のセットポイント体温の上昇、とし
て説明できるか否かを結論づけることであ
る。

２．研究の進捗状況
昨年度までに動物実験では、報酬行動システ
ムの開発を終えて浸透圧負荷による影響を
明らかにした。現在論文投稿中である、さら
に視床下部での浸透圧受容が温度感受性部
位である視索前野に影響するメカニズムを
明らかにし論文投稿中である。人の実験では
運動による浸透圧上昇により暑さ感覚が低
下することを論文にした（Physiology and
Behavior, 2010）。この実験での問題点（運
動自体の温度感覚に対する生理心理学的影
響を除外できないという批判を論文提出に
際してコメントされたので）を改善するため、
人の体表面を加熱、さらに深部体温を上昇さ
せるシステムを構築した。このシステムを用
いて高張食塩水負荷時の温度感覚の変化を
調べる実験を行っており数回の実験で終了
予定である。[現在までの結論]これらの実験

から得られたデータは、１）動物種により浸
透圧負荷の影響は様々であるが、a)マウスで
は血液高浸透圧により、暑熱逃避行動が減弱
する、b)浸透圧の情報は視床下部正中視索前
野に集められるが、体温調節は同部および視
索前野の温度感受性ニューロンが重要であ
ることが予想通りあきらかになった、また浸
透圧負荷によって抑制をうける温度感受性
ニューロンは視索前野に集まっていると考
えられる。すなわち浸透圧負荷による自律性
体温調節反応の抑制は視索前野のある決ま
った部位の温度感受性ニューロンの感受性
低下によっておこることが明らかになった。
2)人では浸透圧の上昇が温度感覚を鈍らせ
る。特に発汗の抑制が温度感覚を変化させる
原因であると予想される。この結果について
は更なる検討が必要である。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
人の実験については予想以上の成果が得ら
れている。しかし動物実験については当初の
計画から組織学的実験、施設の問題から遺伝
子改変動物の使用が現在できないため遅延
している。

４．今後の研究の推進方策
組織学的研究は２３年度より開始している
（手技的には確立している）。また動物実験
施設の整備を行い２３年度には開始できる
見通しがついている。
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